
土砂災害における消防活動フロー（案）
前提
大規模な土砂災害時の救助活動

の基本的な考えを示す。
管轄消防本部の複数の消防部隊

が災害発生現場に出動、到着した
際の活動をフロー（流れ）化した
ものとする。
一例であり、本部・地域の事情

等、災害規模により流れを変更し
て活用するものとする。

・基本的な活動の流れをフロー図で整理
・元年度報告書で記載されている活動内容は青で着色

土砂災害消防活動の流れ 資料２



土砂災害における消防活動フロー（前半）

・一次集結
・消防警戒区域
・進入統制ライン
・避難誘導

・災害規模把握
・情報の把握（人的、物的、危
険）
・ドローン活用（概要把握）
・ゾーニング（ホット、ウォーム、
コールド）

指揮本部の設置

・活動判断
・活動範囲
・活動区域の選定
・任務分担
・安全管理（緊急退避）
・ドローン活用（オルソ画像提供）

・県内外応援、緊急消防援助隊
・関係機関

・安全監視員配置
・監視方法
・監視資器材活用
・ドローン（安全監視）
・任務分担

黒字：過去検討会報告書に記載事項あり
赤字：詳細記載なし、今回追記予定



土砂災害における消防活動フロー（後半）

・活動周知
・危険・退避周知

・有効資機材の活用
・資機材の管理

・調整要領
・連携手段

・検索方法

・救助要領
・救助技術

・待機場所
・救護所

・フェーズ（72ｈ）
・安全性確認
・方針変更
・記録（引継ぎ）
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